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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第38期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第39期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第38期

会計期間

自　平成21年
　　　３月１日
至　平成21年
　　　５月31日

自　平成22年
　　　３月１日
至　平成22年
　　　５月31日

自　平成21年
　　　３月１日
至　平成22年
　　　２月28日

売上高 (千円) 15,917,38117,701,88769,879,171

経常利益 (千円) 915,5751,503,5005,247,279

四半期(当期)純利益 (千円) 431,531 776,7542,320,522

純資産額 (千円) 21,742,48324,020,81923,673,488

総資産額 (千円) 47,836,72350,556,80452,383,457

１株当たり純資産額 (円) 1,618.541,826.451,790.48

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 39.36 70.62 211.15

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 37.2 39.7 37.6

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △1,320,367△2,235,2125,043,489

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △151,025△79,447△1,152,461

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △427,541△1,352,784△1,046,143

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 21,111,81722,185,63525,851,872

従業員数 (名) 2,037 2,024 2,067

(注) 1.　売上高には、消費税等は含まれておりません。

2.　第38期第１四半期連結累計（会計）期間及び第38期の潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益につい

ては、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。

また、第39期第１四半期連結累計（会計）期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株

式が存在しないため記載しておりません。 
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社における状況

　 平成22年５月31日現在

従業員数(名)
2,024
(1,581)

(注) 　　従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は（　）内に当第１四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載して

おります。

　

(2) 提出会社の状況

　 平成22年５月31日現在

従業員数(名)
1,347
(1,327)

(注) 　　従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は（　）内に当第１四半期会計期間の平均人員を外数で記載しており

ます。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 仕入実績

当第１四半期連結会計期間における仕入実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。

　

事業の種類別セグメントの名称 仕入高(千円) 前年同四半期比（％）

衣料事業 6,928,807 119.3

雑貨事業 1,385,347 89.7

その他の事業 459,416 133.1

合計 8,773,571 114.0

(注)　金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 販売実績

当第１四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。

　

事業の種類別セグメントの名称 販売高(千円) 前年同四半期比（％）

衣料事業 13,537,406 112.9

雑貨事業 3,130,501 102.7

その他の事業 1,033,979 117.8

合計 17,701,887 111.2

(注)　金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。
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４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）

が判断したものであります。

　

　（1）業績の状況

当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、企業業績に回復の基調が見られるものの、依然として

個人消費が低調に推移した状況にありました。 

　このような事業環境のもと、当企業集団は、業態の確立を積極的に行うとともに、既存店の活性化等の施策

を推し進めてまいりました。 

　衣料事業の売上高につきましては、ほとんどの業態が順調に伸張した結果、前年同期比12.9％増加の

13,537百万円となりました。また、雑貨部門につきましても、売上高は前年同期比2.7％増加の3,130百万円

となりました。 

　以上の結果、当第1四半期連結会計期間の売上高は前年同期比11.2％増加の17,701百万円となりました。 

　利益面につきましては、営業利益は前年同期比571百万円増加の1,477百万円となり、経常利益は前年同期

比587百万円増加の1,503百万円となりました。当四半期純利益は前年同期比345百万円増加の776百万円と

なりました。 

　

（2）財政状態の分析

（資産）　 

　流動資産は、受取手形及び売掛金が233百万円、商品が1,293百万円それぞれ増加し、現金及び預金が3,664

百万円減少したことなどにより、前連結会計年度末に比べて2,199百万円減少しました。 

　固定資産は、建物及び構築物が126百万円増加したことなどにより、前連結会計年度末に比べて372百万円

増加しました。 

　（負債）　 

　流動負債につきましては、支払手形及び買掛金が1,198百万円、未払法人税等が673百万円それぞれ減少し

たことなどにより前連結会計年度末に比べて1,590百万円減少しました。 

　固定負債は、長期借入金が635百万円減少したことなどにより、前連結会計年度末に比べて583百万円減少

しました。 

　（純資産） 

　純資産は、利益剰余金の増加等により前連結会計年度末に比べて347百万円増加しました。 
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（3）キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年

度末に比べ3,666百万円減少し22,185百万円となりました。

　当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであり

ます。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

　営業活動の結果使用した資金は2,235百万円（前年同四半期1,320百万円）となりました。

　増加の主な要因は、税金等調整前四半期純利益が1,414百万円であり、減少の主な要因は、たな卸資産の

増加額1,293百万円、仕入債務の減少額1,221百万円、法人税等の支払額1,417百万円であります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

　投資活動の結果使用した資金は79百万円（前年同四半期151百万円）となりました。

　増加の主な要因は、差入保証金の回収による収入273百万円であり、減少の主な要因は差入保証金の差入

による支出227百万円、投資有価証券の取得による支出101百万円であります。　

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

　財務活動の結果使用した資金は1,352百万円（前年同四半期427百万円）となりました。

　増加の主な要因は、長期借入れによる収入320百万円であり、減少の主な要因は短期借入金の純減額370

百万円、長期借入金の返済による支出583百万円、配当金の支払額358百万円であります。

 

（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

　

（5）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第1四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画中であった重要な設備の新設等につい

て、完了したものは次のとおりであります。

会社名 事業所 所在地
セグメントの
名称

設備の内容 完了年月日

　
ディスコート大和郡山店
ほか計13店

― 衣料 店舗
平成22年３月～
平成22年５月

提出会社
3coins和歌山店ほか
　　計３店

― 雑貨 店舗
平成22年３月～
平成22年５月

　
パピヨネ岡山店ほか
　　計４店

― その他 店舗
平成22年３月～
平成22年５月

㈱ナイスクラップ
アウトレット北広島店ほ
か　　計10店

― 衣料 店舗
平成22年２月～
平成22年４月

また、当第1四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありませ

ん。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 43,200,000

計 43,200,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成22年５月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年７月15日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 11,568,00011,568,000
東京証券取引所
(市場第一部）

単元株式数は50株であります。

計 11,568,00011,568,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

　

　

(4) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成22年３月１日～
平成22年５月31日

― 11,568 ― 3,181 ― 3,379

　

(6) 【大株主の状況】

フィデリティ投信株式会社及びその共同保有者から大量保有報告書の変更報告書の提出があり（報告
義務発生日　平成22年５月31日）、次のとおり株式を所有している旨報告を受けておりますが、株主名簿
の記載内容の確認ができないため、当社として実質所有株式数の確認ができません。

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株）

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合（％）

フィデリティ投信株式会社
東京都港区虎ノ門４丁目3-1
　城山トランスタワー

241,650 2.09

エフエムアール　エルエルシー　
（FMRLLC)

米国　02109　マサチューセッツ州ボスト
ン、デヴォンシャー・ストリート82

900,000 7.78

合計 ― 1,141,650 9.87

また、プラチナム・インベストメント・マネージメント・リミテッドから、大量保有報告書の変更報告
書により（報告義務発生日　平成22年６月10日）、次のとおり株式を所有している旨報告を受けておりま
す。

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合(％)

プラチナム・インベストメント
・マネージメント・リミテッド

Level 8, 7 Macquarie Place, Sydney
NSW 2000, Australia

463,200 4.00

　

(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載す

ることができませんので、直前の基準日である平成22年２月28日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成22年２月28日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）　
　　　　　普通株式　

569,250
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

10,918,700
218,374 ―

単元未満株式 普通株式　 80,050 ― ―

発行済株式総数 11,568,000― ―

総株主の議決権 ― 218,374 ―

(注) 1　「完全議決権株式(その他）」及び「単元未満株式」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式がそれぞ

れ450株（議決権９個）及び７株含まれています。

2　「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式16株が含まれております。
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② 【自己株式等】

　 　 平成22年２月28日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社パル

大阪市中央区北浜三丁目
５番29号

569,250 ― 569,250 4.92

計 ― 569,250 ― 569,250 4.92

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成22年
　３月 　４月 　５月

最高(円) 1,9203,2003,460

最低(円) 1,7991,8842,750

(注)　株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第１四半期連結累計期間(平成21年３月１日から平成21年５月31日まで)は、改正前の四半期連結

財務諸表規則に基づき、当第１四半期連結会計期間(平成22年３月１日から平成22年５月31日まで)及び当

第１四半期連結累計期間(平成22年３月１日から平成22年５月31日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表

規則に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結累計期間(平成21年３月１

日から平成21年５月31日まで)に係る四半期連結財務諸表については、あずさ監査法人により四半期レ

ビューを受け、当第１四半期連結会計期間(平成22年３月１日から平成22年５月31日まで)及び当第１四半

期連結累計期間(平成22年３月１日から平成22年５月31日まで)に係る四半期連結財務諸表について、有限

責任あずさ監査法人により四半期レビューを受けております。

　なお、従来から当社が監査証明を受けているあずさ監査法人は、監査法人の種類の変更により、平成22年７

月１日をもって有限責任あずさ監査法人となりました。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年５月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 23,024,493 26,688,972

受取手形及び売掛金 4,341,366 ※2
 4,108,344

商品 4,523,633 3,229,650

その他 973,556 1,035,700

貸倒引当金 △4,258 △4,374

流動資産合計 32,858,790 35,058,293

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 4,320,804 4,194,032

その他（純額） 1,257,322 1,173,899

有形固定資産合計 ※1
 5,578,127

※1
 5,367,931

無形固定資産 60,697 65,040

投資その他の資産

差入保証金 9,645,545 9,637,312

その他 2,488,112 2,329,336

貸倒引当金 △74,470 △74,457

投資その他の資産合計 12,059,188 11,892,191

固定資産合計 17,698,013 17,325,163

資産合計 50,556,804 52,383,457

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 9,041,550 ※2
 10,240,294

短期借入金 728,348 1,098,348

1年内返済予定の長期借入金 1,671,852 1,298,962

未払法人税等 752,937 1,426,112

賞与引当金 1,051,538 709,825

引当金 28,150 251,650

その他 3,958,848 3,798,648

流動負債合計 17,233,227 18,823,842

固定負債

長期借入金 5,724,008 6,359,763

引当金 445,781 430,801

その他 3,132,968 3,095,560

固定負債合計 9,302,758 9,886,126

負債合計 26,535,985 28,709,968
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(単位：千円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年５月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年２月28日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,181,200 3,181,200

資本剰余金 3,379,452 3,379,452

利益剰余金 14,692,534 14,300,735

自己株式 △1,142,767 △1,142,471

株主資本合計 20,110,418 19,718,916

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △21,669 △25,564

為替換算調整勘定 △296 △357

評価・換算差額等合計 △21,966 △25,922

少数株主持分 3,932,366 3,980,494

純資産合計 24,020,819 23,673,488

負債純資産合計 50,556,804 52,383,457
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年３月１日
　至 平成21年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年３月１日
　至 平成22年５月31日)

売上高 15,917,381 17,701,887

売上原価 6,878,284 7,478,938

売上総利益 9,039,096 10,222,948

販売費及び一般管理費 ※
 8,132,908

※
 8,745,488

営業利益 906,188 1,477,460

営業外収益

受取利息 2,572 1,924

持分法による投資利益 242 2,411

負ののれん償却額 22,464 28,318

その他 22,727 21,594

営業外収益合計 48,006 54,249

営業外費用

支払利息 35,705 24,823

その他 2,914 3,385

営業外費用合計 38,619 28,208

経常利益 915,575 1,503,500

特別利益

固定資産売却益 － 837

貸倒引当金戻入額 － 213

特別利益合計 － 1,050

特別損失

固定資産除却損 24,638 26,046

減損損失 30,590 64,049

特別損失合計 55,229 90,095

税金等調整前四半期純利益 860,345 1,414,456

法人税、住民税及び事業税 552,859 738,634

法人税等調整額 △106,968 △117,481

法人税等合計 445,891 621,152

少数株主利益又は少数株主損失（△） △17,076 16,549

四半期純利益 431,531 776,754
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年３月１日
　至 平成21年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年３月１日
　至 平成22年５月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 860,345 1,414,456

減価償却費 210,398 235,775

減損損失 30,590 64,049

のれん償却額 △22,464 △28,318

持分法による投資損益（△は益） △242 △2,411

貸倒引当金の増減額（△は減少） 854 △103

賞与引当金の増減額（△は減少） 343,052 341,712

その他の引当金の増減額（△は減少） △154,408 △208,520

受取利息及び受取配当金 △2,572 △1,932

為替差損益（△は益） △4,586 △1,206

支払利息 35,705 24,823

有形固定資産除却損 13,073 3,981

売上債権の増減額（△は増加） △699,935 △219,883

たな卸資産の増減額（△は増加） △817,848 △1,293,350

仕入債務の増減額（△は減少） △345,134 △1,221,638

未払消費税等の増減額（△は減少） 86,728 △119,949

その他 △48,878 220,215

小計 △515,322 △792,302

利息及び配当金の受取額 1,780 1,351

利息の支払額 △37,087 △26,886

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △769,738 △1,417,374

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,320,367 △2,235,212

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △42,776 △80,409

有価証券及び投資有価証券の取得による支出 △100,686 △101,000

有価証券及び投資有価証券の売却及び償還によ
る収入

3,677 108,828

差入保証金の差入による支出 △337,739 △227,434

差入保証金の回収による収入 333,238 273,308

関係会社出資金の払込による支出 － △5,400

無形固定資産の取得による支出 △4,380 △278

事業譲受による支出 － △44,104

子会社株式の追加取得による支出 － △4,500

その他 △2,357 1,543

投資活動によるキャッシュ・フロー △151,025 △79,447
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(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年３月１日
　至 平成21年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年３月１日
　至 平成22年５月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 154,594 △370,000

長期借入れによる収入 301,526 320,355

長期借入金の返済による支出 △289,797 △583,220

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △1,199 △19,591

割賦債務の返済による支出 △291,995 △277,739

配当金の支払額 △296,321 △358,073

少数株主への配当金の支払額 △64,218 △64,218

ストックオプションの行使による収入 59,869 －

その他 － △296

財務活動によるキャッシュ・フロー △427,541 △1,352,784

現金及び現金同等物に係る換算差額 3,270 1,206

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,895,663 △3,666,237

現金及び現金同等物の期首残高 23,007,481 25,851,872

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 21,111,817

※
 22,185,635
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【継続企業の前提に関する事項】

当第１四半期連結会計期間(自　平成22年３月１日　至　平成22年５月31日)

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第１四半期連結会計期間(自　平成22年３月１日　至　平成22年５月31日)

該当事項はありません。

　

【簡便な会計処理】

　
当第１四半期連結累計期間

(自　平成22年３月１日　至　平成22年５月31日)

固定資産の減価償却費の算定方法

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法に

よっております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成22年５月31日)

前連結会計年度末
(平成22年２月28日)

※1　有形固定資産の減価償却累計額

　　　　　　　　　　　　　　　3,205,110千円

 

※2　　　　　　　　　　―
 

※1　有形固定資産の減価償却累計額

　　　　　　　　　　　　　　　3,141,056千円

 

※2　連結会計年度末日満期手形の会計処理については、
手形交換日をもって決済処理しております。
　なお、当連結会計年度末日が金融機関の休日で
あったため、次の連結会計年度末日満期手形が、連
結会計年度末残高に含まれております。
　　　　受取手形　　 　　　　1,060千円　　　　
　　　　支払手形　 　　　1,981,633千円　　
　　　

　

　

(四半期連結損益計算書関係)

　
前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年３月１日
至　平成21年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年３月１日
至　平成22年５月31日)

※　販売費及び一般管理費の主なもの

　　　給与手当・賞与　　　　　　2,316,276千円

　　　賞与引当金繰入額　　　　　　332,942千円

　　　賃借料　　　　　　　　　　2,741,059千円

※　販売費及び一般管理費の主なもの

　　　給与手当・賞与　　　　　　2,405,660千円

　　　賞与引当金繰入額　　　　　　341,712千円

　　　賃借料　　　　　　　　　　3,050,274千円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年３月１日
至　平成21年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年３月１日
至　平成22年５月31日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 21,943,528千円

預入期間が３か月超の定期預金 △831,710千円

現金及び現金同等物 2,111,817千円
 

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 23,024,493千円

預入期間が３か月超の定期預金 △838,858千円

現金及び現金同等物 22,185,635千円
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(株主資本等関係)

当第１四半期連結会計期間末(平成22年５月31日)及び当第１四半期連結累計期間(自　平成22年３月１日　

至　平成22年５月31日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 11,568,000

　

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 569,380

　

　

３　新株予約権等に関する事項

　　該当事項はありません。

　

　
４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年５月25日
定時株主総会

普通株式 384,955 35平成22年２月28日 平成22年５月26日 利益剰余金

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

 

　　　該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自　平成21年３月１日　至　平成21年５月31日)

　

　
衣料事業　
(千円)

雑貨事業
(千円)

その他の事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

11,992,3113,047,259877,81015,917,381 ― 15,917,381

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

22,222 ― 25,340 47,563（47,563） ―

計 12,014,5333,047,259903,15115,964,944（47,563）15,917,381

営業利益又は営業損失（△) 640,710272,347△15,808897,2498,938 906,188

(注) １　事業区分は、内部管理上採用している区分を基準として、商品の種類・性質、商品の製造・仕入の方法によって

区分しております。

２　各事業の主な内容

（1）衣料事業　　　　衣料品の小売(仕入販売）事業ほか

（2）雑貨事業　　　　日用雑貨品の小売(仕入販売）事業

（3）その他の事業　　アクセサリーの販売ほか

　

当第１四半期連結累計期間(自　平成22年３月１日　至　平成22年５月31日)

　

　
衣料事業　
(千円)

雑貨事業
(千円)

その他の事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

13,537,4063,130,5011,033,97917,701,887 ― 17,701,887

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

37,255 200 26,164 63,619（63,619） ―

計 13,574,6613,130,7011,060,14417,765,506（63,619）17,701,887

営業利益 1,005,092450,44719,5391,475,0802,3791,477,460

(注) １　事業区分は、内部管理上採用している区分を基準として、商品の種類・性質、商品の製造・仕入の方法によって

区分しております。

２　各事業の主な内容

（1）衣料事業　　　　衣料品の小売(仕入販売）事業ほか

（2）雑貨事業　　　　日用雑貨品の小売(仕入販売）事業

（3）その他の事業　　アクセサリーの販売ほか
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【所在地別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自　平成21年３月１日　至　平成21年５月31日)

 

　　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。

　

当第１四半期連結累計期間(自　平成22年３月１日　至　平成22年５月31日)

 

　　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。

　

【海外売上高】

前第１四半期連結累計期間(自　平成21年３月１日　至　平成21年５月31日)

 

　　海外売上高が連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。

　

当第１四半期連結累計期間(自　平成22年３月１日　至　平成22年５月31日)

 

　　海外売上高が連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成22年５月31日)

前連結会計年度末
(平成22年２月28日)

　 　

　 1,826円45銭
　

　 　

　 1,790円48銭
　

　

２　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

　
前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年３月１日
至　平成21年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年３月１日
至　平成22年５月31日)

１株当たり四半期純利益 39円36銭

潜在株式調整後
１株当たり四半期純利益

　　　　　　　　　　　―
 
なお、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益金額に
ついては、希薄化効果を有
する潜在株式が存在しない
ため記載しておりません。

　

１株当たり四半期純利益 70円62銭

潜在株式調整後
１株当たり四半期純利益

　　　　　　　　　　　―
 
なお、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益金額に
ついては、潜在株式が存在
しないため記載しておりま
せん。

　

(注)　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年３月１日
至　平成21年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年３月１日
至　平成22年５月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 431,531 776,754

普通株式に係る四半期純利益(千円) 431,531 776,754

普通株式の期中平均株式数(株) 10,962,949 10,998,685

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益の算定に含まれなかった潜在
株式について前連結会計年度末から重要な変動が
ある場合の概要

平成16年５月25日定時株
主総会決議による新株予
約権方式のストックオプ
ション（前連結会計年度
末における新株予約権の
数　800個）は、平成21年
５月31日で行使期間が終
了しております。

           ―

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年７月14日

株式会社パル

取締役会　御中

　

あずさ監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　横　井　　康　　　印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　羽　津　隆　弘　　印

　

　 　 　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社パルの平成21年３月１日から平成22年２月28日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間(平成21

年３月１日から平成21年５月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期

連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連

結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社パル及び連結子会社の平成21年５月

31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フ

ローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。

　

EDINET提出書類

株式会社パル(E03387)

四半期報告書

25/26



独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成22年７月14日

株式会社パル

取締役会　御中

　

有限責任 あずさ監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　横　井　　康　　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　羽　津　隆　弘　　印

　

　 　 　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社パルの平成22年３月１日から平成23年２月28日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成22

年３月１日から平成22年５月31日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成22年３月１日から平成22年５月31

日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結

キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者

にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社パル及び連結子会社の平成22年５月

31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フ

ローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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